
ー，

. " . 融制耐...，・

.13 

す
べ
て
の
選
穆
の
基
礎

「法
本
選
来
人
名
簿」
を
作
り
全
ナ

り

拘1jlq抗
日 政の

fI!:'fl的遺常
と

公正ω確侠

よだE署市毘

〈その工、

者際

描
決
機
刷
と

微
行
惜
刷
の
醐
係

-
そ

i
i
i'f

E
F
E
S
U
A
Fる
こ
と

i

の
e-める・

1951・9.15師"0' 
「

...開閉.w・S町

十
-
賢

官

“

暗

唱

し
て
健
伎
の
k
市
型
有

聖

書

以

前

提

f

Z
「

市

民

空

軍

掬
寄
え
、
，

L
ま
す
.

な
お
市
復
瞬
件
犯
凶
i

な

Z
I
P
-禄

ヘ
縄
本
へ
か

nmて需

mkrFる
一
之
島
γ
息
ん
で

rz 

め
な
仁
の
意
見
な
り

御
不
満
口
公
聴
箱
へ

-
市
内
十
一
ヶ
時
に
殴
恨

調
嶋
、
処
g
像
的
左
前
ほ

の
返
し

1
2
t
f

t
Eの
ま

喜

一
則
っ
て
量
属
高
で

i
z
i
“
 

賓
瞬
旬
前
副
田
脅
究
開
律
婚

臣
、

4
一
品
l

公
開

i
L
i
 

r
る
正
し
い
倉
院
関
情

霊

堂

書

し

て

I

る

t
Z
L
Z
S

耳

目

町

一

軍

高

t

2
2
2
1
h二

3
?に

草
し
て
お

の

azr
・

望
日
一
鰍
旋
回
鮒

健
医

研一恥
ホ

去

本
凶
乃

き磁波

旬

-z
ぜん

濁一一

t
勾
以
上
と
U
敗
走
年
で

iia 

害

i
z
z
k
m

ea今
去
す
、
後
ヲ
て
衆

a

sに
は
調
書
は
臨
め
ら
れ

(
3
2
3
;川

ぜ
ん

?
E
j
t
z
z
z
eF
笹

川
明
刑
糊
&
ヤ
令

ιgu岡山
uae》
〈
隔
を
省
長
る
乙
と

-El
--
;
!っ

E
E九
月

《主

主

機

内

聞
及

び

守

主

主

日

空

で

砂

母

音

型

1
手

主

量

Eり
の
ま
区
銀
内
。
引

m-主

主

1
-
t
Z
E
E
-
q
iが
き
あ
の
ま

r足
閲
覧
位
帽
の
引
委
企
し

o
uふ
凶

MRP.

“
μEmを
で
あ
る
か
ど
4
S
は
綱
酒
食
の

因
究
繕
看
て

huhvιa

-

定
め
る
と
ζ

ろ
に
よ
め
ま
す
が

4lammma

一

i
n
i
-
-
H
E
i
-
-』一

一
良
市
ト
え
実
績
抑
以
ロ
υ
惨
濁
・
・
帽
今
i

当

L
Z
が
で
舎
ま
せ
ん
・
舗
積
約
臨

ma

ま

間

体

止

さ

れ

こ

め

え

に

品

事

費

量

豊

島

}

2
12
2
r
a
s
s
i
z
e
-
P
 

4
ヨ
俳
人
員

品

百

士

宮

-iz't・
て

哲

聖

書

E
Z‘

-i
i
t
z
z
i
--

月一

f
M
C一
t
聞
は
前
V

(

胤制
化
し
允
4

・

の

》

一

』と

個

憲
俊
災
ま
犠
耐
の
周

EM釦

・

欠値何世・
M

慣
に
続
当
し
な
、
調
風
・
幽

'hv""つ
た
め
ま
組
事
前
ぜ
ら
れ
そ
の
剰
の
・
慣
行
の
筋

一

土

一

a
Z以
上

Eけ
れ
ば
危
る
ま

z
a

一

l

i

t

i

tti--

aj
elli
-
-
-

日
一
沼
目
立
削
日
明
日
M

M

n

b

山
市
川
日
日
刊
日
村
M
Mめ
は

れ

は

冷

引

山

川

氏

れ

れ

1
叫

ぶ

一

時

蕊

蕊

P
M一
部

川

淵

純

一

一

ト

ル

…

一

一

一

一

品

川

口

部

川

市

応

部

出

総

M
M
M
U酎

mww叶
日
中
一
山
間
町
山
知
配

M
A
H恥
m
M殺
の
問

納
に
し
か
も
公
正

z
f
t型
宅
し
盆
つ
ま
の
で
は
主

t
Z
E
E
-』
品
は

L
T
2
2こ
土

警

告

費

量

tて
一

官

事

it雪
害

れ
を
分
け
た
穐
山
も
祉
、
』
ぽ
一
で
あ
る
が
健
帽
を
e
あ
げ
る
と
一
依
人
機
の
W
H
A
U

の
十
五
を
中

k

符
少
人
に
限
付
ぜ
4

市
鹿

吋

れ

川

、

計

ぷ

引

に

刊

R
Uヘ
川

ふ

れ

抗

日

習

量

再

Z犬
、

r、
占
君
主
=
え
れ
ば
一
ん
自
製
し
て

F
E
E
置

に

T
Z
E
P-
-

れ

cbkiιF'る
調
.
婚
と
と
も
に
住
民
に
か

ma噂?
あ
げ
る

tp‘
ム
に
一
回
膿
凶
1
0

剛
障
を
岨
畑
中
す
る
色
一
の
ま
し
宅
以
下
そ
の
修
点

王
・
企

E-

地
ホ
A
A
尖
M
m
体
が

n
己
の
し
て
庫
め
ら
れ
た
・
も
五
本
的
方
の
繍
刷
に
翰
説
的
な
倫
帽
を
か
、
色
・
標
孟
危
F
慢

を

は

を

伺

S
L
て
m宵

M
め
a
，
.
，
哲
説
人
齢
罰
法
の
鋭
遜
に
よ
る
依

責
任
官
叉
他
民
の

muR間
援
の
な
催
艇
で
あ
旬
、
伐
叫
が
沼
恒
・

aRaえず附
繍
聞
か
M

符

号

制

L〈
と
か
ー、
j2
」
色
「
な
る
か
九

k-Rす
る
乙
件
特
ト
不
明
句
点
人
齢
棋
の
巾
時
刻
限
忌
阿
梅
?

リ
リ
ψ

抑

制

況

判

別

院

肌
ぬ
れ
諸
問
江
川
酔
針
じ
れ
れ
じ
い
し
ぽ
円
山
崎
日
川
行
日
日
付
引
い
門
川
同
時
訪
れ
M
H
U
H
h
H
N円
以

町

制

1船

首何個

F'MFで
S
つ

aRex-匹
当
で
あ
る
よ

E

ラな帽
'
h
T

哀
そ
i

、
奇
の
で
あ
る
・
鳩
冴
会
共
闘
て
〈
る
し
又
拠
-
な
?
様
で
一
れ
守
す
似
側
刷
、
政
L
・
す
雀
申
告
}
修
盛
山
甲
札門医噂仇

va

L〈
3
2
Lて
E
t
れ
ら
の
人

Z
E品
乗
し
一
体

a
E
Tむ
足
、
盛
時
間
主

t
sけ
て
会

E
E
--・
2省

一
務
聖
書
さ
れ
る

-
z

な
主
過
去
た
民
主

J
J
t
品

宮

Eを
聖

書

E
f
r、
I自
体
面

再

i
Iこ
と
に
な
れ
一
ま
躍
に
象
主
人
喜
一
関
空
耐
震
置
の
芳
、
‘

ぽ
ぞ
れ
は

F
2
2
t
土
山
下
?
と
は

z
f
Eの
m
T公
正

4
2一
ぺ
反
臣

-
t重
量

一

人

監

の

盟

に

よ

主

人

一

市

E
E人
請
の

z

h吋
市

川

河

川

山

山

湾

当

然

U
N副
一

む

吋

持

活

主

将

刊

行

計

F
S
2お
持

立

岬

目

見

淀

川

誌

一

引

円

以

引

ベ

訪

れ

ポ

訪

日

1
渇

寸

則

一

説

得

佐

川

崎

山

一

弘

明

日

恥

約

一

M
M刊
作

品

川

町

並

終

忠

治

笹

川

「
ょ

2
慣
定
に
行
敏
弘

vfι
τ陀
油
危
〈
伝
旬
、
観
・
を
血
術
書
置
さ
れ
割
慣
を
鍵
ん
で
、
土
産
と
の
且
沼
吻
か
ね

-tp弘
主
同
‘
.
務
新
事
長
腕
の
一
。

.5eん・

m

n
抗

日

&
H
Uよ
れ

立

川

河

川

M
M
H
川

町

民

計

一

閥

抗

紅

酎

一

口

駅

げ

滞

ほ

ど

一

m
u
H
引

終

日

つ

市

川

河

川
書

鱒

植

民
し
て

E
E
Z
Kで
E.

‘

，

毒

菌

官

主

主

主

b
r
3・
一

て

E
E
-
-
m
z
r
T
s
z
z
r

t
t
i与
官

、

.

相

互

歯

r
t
t
E
ψ
t
z
fめの
Z
一

夜

出

口

君

主

必

一

。

1・
王

者

量

失

m
L
r
f
a
t
s

a
Z
E
E
-
m
p
a明
治
耳
ら
れ
て
、
る
主

t
z
t
t
z
E長
の

刈

宮

内

告

な

っ

た

a
t
z
L
Z
童
書
偽
布
町
村

の
m
慣例
耐震t
し
て
子
千
五
回
の

eめ・
4
る
泊

こ
れ
ら
の
し
〈

i'為
・

開
融
制
嗣
附
L
て
m，
二
回
げ

U

てば
r
舎ー
‘

.

4ある
-
e仁
は
そ
め
関

z
z
f
E
-
hの
限

2
2
2
-
Z匝
am--t公
正
」
色
調
型
、

1・

=
Z
E

需

E
S書
xd・

を

駄の血
V

ゅ，

aに
の
智
て

B
A
Z退

。

で

A
W

火

(

金

v

te爪{
土

》

ハ
臨
す
令
官
兎
働
側
闘
は
符
曾

区
集
温
V

市
民
技
法
人
校
刻
の
巾
山
首
納
税
に
つ
、、

て



押月
EJJt,1■括核裸仇法

について

･J
Z
f
JJV
T
,'_I./
.1

圭≡;三号.:;i;;;

:こ⊥:::ご!::■M+暮PIFILqpTJl
■l巾JTJTJT町■丁 ■rTtL.1三m引け?三
吉三T:壬i･主:･:

J_
A
_-
I
-
-
I__

_

'Id_

～
～
/+

■
■
Jr
K

pL_I

■r
■

■

!■
●書●▼■t■JL■Tl十

･.:.::･i:
■.叫¶Id.●●,I

主■■7=J･'rJE方

TL一書1b
i.

1･･_J･ttI__I

●■■●LL'川

奈

良

市内の.E
4香山が

I

-ヽハ【一_
.ハ■■∴.

IIJ

t.t.竹l
P(rtナt■▲上p

t
･

.･･/
′
t
I
一

亡;lLt一●▲叫

(.vL.
一
t
_

'′■■一.十■■

EF
[

fi暮投書
門
垂dt_

初
骨
合
開
催
き
る

_

q
ti〔ttPI<▲Lri_●■
一iん

.

;q::;芸:q苧::ニ::T筆書叩 重き主要1王狩繋…鰯雲;.三宝i三至詑A･主君皇三言
喜重用…鰭…;妻沼妻書芸駆隻≡持≡雲章重苦……写蓋萱夢禦…窒蔓黒酢各夢

:萱≡…淵≡薫墨書浮雲書葦銅蔓萱

経堂華律等冨主 Lt●一■■■■■JrFJ

+-__JI▼･_'Tr■●･･TLLltH■.■■■_7t__tF17

_i/■{■iE攻の収納

は外炎桝山脈所へ何日

でも収
収います

ヤ●■tJL
l

小■JLZ･･jr■■L

▼J( __4._●I

■■trLTJ
ど

IA.･■･･_■¶■A

__A.I.I_･rI㌧

Lt●一
■
■
■

■■JrFJ+-_,

.

12， 

!?iitHij!!;;;;;許認iliiijj那覇jjji135238初g
iiii12pj!?ijFijiih!ii;:;fifiiii提言fiiti!?i!!?iib
;i131235同 ;緊密!ijil1335!i522itiii慨
を!;if-;言語日;lfi言語ifて12iii主将jii15323るEEZfEr-31消 |たUvMtS22Z51212122吟miTPitaEtuttiZ259ibtH
jdiiiiiiiiLI|桝iiifiiii!?i!?;2131jj踏
まi;!;;i;311!iiiiE22暗号監禁li;iiiiiiijii!?iiiiiiiiijiEf1i

野氏 t郁リi!草加害|を量判1開11昨 4間続EE

剛川凡eι勺 :閉悼一i-捻説恥i伝総草絞鴻f
i ; j:j jE! !:; j?! !R昭!15詰ji主;2j:;(桝押?将開問?許点!2;!可明i記i:ミ;3詩矧iE詰掛剖制ii議引耕諜;G計持指撚;刊 事鴨鴨|P隠陣!1事!?;jj1議畿i議議;主jj5; :5; i誌i;2!?沼摺;5詰殺!3苦;3i;2! ;号;葬鰹鰐!P詩惣!号警!5 ; 
J:;i主:i結i話ii沼i詰i町i語i;:ヅ主 ! i語iifiT謀議i!iii!iiiiiiii、i延長
;;!!?;i!;Fi2222322iiiiiiiii52222iiiF325iiiiii;iz 

jjiiiii;!?出|!!!;ii!iil!H31!;jj!j!?iq!1Fi!?!
?iii;jilti lH15!?i!?iii!i iH11::liiii:;iij!:;i 

i11321i!!!!?;;iijiiii11iiii;i;;i!ilij!?i;EiZi;;;!Zii:: 
i;!iiziiti iiiEjiZidli;t!i!iiEii出::;
i :「;門;詩部耕料榊1ド綜閥問問問;詩恐滞判喝!詩禦判鍔i緊号部!号平特!ドii議傘i ?ii1号与取榊i許M知品d羽E続EE必id￡滋説娩:ヨi主知i詰能i長i~也也竺竺E三竺竺z竺主
呼盟引i骨di詩!1伝2t;?塙5討』持1鉛i泌Ei出i込1縫i詰i完it詰器i芸t1損?控践5主i謡!普ii主=弓1官溜i詩諮i芸i滋:~涼g軒斜総3誌点矧l詰剖!引| !詰i;日i:i語i 

1jj;i!i!;;;!!jijiiji!;;;!;jj132322;;!?filtjj:23i253i 
hiiifi!iizi型Ei削除;istiii;-i持i!iifthl:iiizrL.iii

閉山..，嗣り• だ.. " z • 号

圃

副

院

町

凶

陵

】

n

E
統一

T
M

-
m
町

皇

-

車

町

医

員

五

島

町

よ

れ

ま

U

j
i
-
-

泊
四
厳
軍
町
&
広
島
除
ー‘』

&
3
6っ
て
も
奪

三

f
z
i
z
i

岡

L
t
t
e
-
i

，

一

夫

s
-
Z
L
5
2〈

止
の
桔
融

巨
額
p
h

つ
L
て

." 


	すべての選擧の基礎　「基本選擧人名簿」を作ります
	講座自治　議決機関と執行機関の關係　それは地方公共團体の両輪である（その二） 
	市民税法人税割の申告納税について
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	市税の収納は各支所出張所へ何日でも取扱います

